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富山平野西縁の河成段丘とその変形
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Abstract

　　The Toyama Plain, central Japan, is a depression along the northward-flowing Zintsu 

River and Jogannji River.  The western margin of the Toyama Plain is bounded by NNE- to 

NNW- trending Kurehayama fault.  We estimated the formation age of fluvial terraces and the 

fault topography of the Kurehayama fault along the western part of Toyama Plain based on 

geomorphological and tephrochronological studies.

　　Late Quaternary fluvial terraces in the western part of Toyama Plain are divided into ten 

levels : terrace I to X in descending order.  Terrace III is overlain by the Kikai-Tozurahara 

tephra（75―95 ka）and the Tateyama D tephra（95―130 ka）, Terrace V is overlain by the Daisen-

Kurayoshi tephra（43―55 ka）, and Terrace VI is overlain by the Aira-Tanzawa tephra（22―25 

ka）, respectively.

　　The Kurehayama fault is a reverse fault extending for 20 km along the western margin of 

the Toyama Plain.  The Kurehayama fault is characterized by fault scarps several meters high 

on late Quaternary fluvial terraces.  Average vertical slip rates for the southern part of 

Kurehayama fault, Yatsuo area, are estimated at 0.08-0.41 mm/yr and vertical displacement at 

Terrace VI is more large northward.  From the central to northern parts of Kurehayama fault, 

fault scarps 2 to 4 meters high on late Terrace IX and X, both terraces are Holocene terrace. 

Such a young offset implies that the last faulting events occurred since Terrace IX and X 

formed.
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I．は じ め に

　北陸地方の平野は，それらを囲む山地・丘陵と

は北東―南西走向の活断層によって境されている

場合が多い。本研究地域である富山平野もその両

縁を活断層によって限られており，第四紀後期以

降の活発な地殻変動が平野の形成に大きく関与し

ていると考えられる（藤井・竹村 , 1979; 竹村 , 

1983; 活断層研究会 , 1991）。

　富山平野 1）と 呉  羽  山 丘陵との地形境界は，北東―
くれ は やま

南西走向の直線的な比高 50　m以上の急崖によっ

て画される（図 1，図 2）。盆地西縁では西上がり

の活断層である呉羽山断層の存在が推定され（藤

井・竹村 , 1979; 竹村 , 1983; 活断層研究会 , 1991; 

藤井ほか , 1992），直線上に延びる急崖地形は断層

の活動によるものであると考えられていた。しか

しその後，富山県（1997）が行った反射法地震探

査の結果，断層は従来の研究で推定されていた富

山平野と呉羽山丘陵の地形境界付近には存在せず，

これよりも約 1　km東側に存在することが判明し

た。富山県（1997）はこの結果を踏まえて，呉羽

山断層の長さを婦中町長沢から富山市 鵯　島 に至
ひよどりじま

る約 12　kmであると結論付けた（図 2）。また，金

谷ほか（2001）は，富山県（1997）による反射法

探査データ再解析および現地地質調査に基づき，

呉羽山丘陵付近における地質構造および中期中新

世以降の構造発達史について論じている。一方，

池田ほか（2002）および堤ほか（2002）は，大縮

尺の空中写真判読に基づき，呉羽山付近における

富山平野内の沖積面にも西上がりの撓曲等の断層

運動による変位地形が認められること，およびそ

れらの変位地形は南方では婦中町長沢約10 km南

方の 八  尾 付近に，北方では富山市街地を経て富山
やつ お

港方面に連続すると報告している。

　しかしながら，従来の研究（池田ほか , 2002な

ど）ではその分布位置は示されたものの，呉羽山

断層の変位速度や変位様式などに関する記載は行

われてはいない。活断層の記述には，編年の基準
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図 1　富山平野の地質図．
富山県 10 万分の 1 地質図（藤井ほか , 1992）をもとに作成．

Fig. 1　Geological map of the Toyama Plain.



となる地形面の記載や編年・対比が不可欠である。

そこで本論では，富山平野西縁に広く分布し，良

好な変位基準になっている河成段丘面群全体の詳

細な編年・対比を行い，呉羽山断層の地表変位特

性や活動性評価を検討した。

II．地形地質概要

　富山平野は，南北約 20　km，東西 20～ 25　km

の三方を丘陵・山地によって囲まれた扇状地性の

堆積平野である。中～南部は主に常願寺川および

神通川によって形成された開析扇状地が占め，北

部は標高が概ね10　m以下の沖積低地である（図1）。

　富山平野の北西縁に位置する呉羽山丘陵は主に

呉羽山礫層，西富山砂泥互層等の鮮新～更新統の

堆積岩によって構成されている（図 1；藤井ほか，

1992）。呉羽山丘陵の東南縁には直線状の急崖地

形が発達するとともに，試錐調査によって呉羽山

を境に鮮新統の上限深度が西側より東側で深くな

ることから，呉羽山断層の存在が地形・地質学的

に推定されてきた（Fujii and Yamamoto, 1979; 

竹村 , 1983; 活断層研究会 , 1991; 藤井ほか , 

1992）。呉羽山丘陵の西側に位置する境の新扇状

地は，その分布形態や構成層の礫の種類からかつ

ての神通川の流路跡であり，呉羽山断層の活動に

よって旧流路が現在のように変更したと考えられ

ている（深井 , 1958; 藤井ほか , 1992; 富山県 , 

1997など）。神通川が流路変遷以前に形成したと

考えられる地形面の構成層に DKPが，流路変遷以

後に形成したと考えられる地形面の構成層に AT

が含まれることから，富山県（1997）は神通川の

流路変遷の時期をDKP堆積以降AT堆積以前であ

るとしている。

　呉羽山丘陵の南西方に位置し，富山平野西縁に

面する 射  水 丘陵は，主として新第三系の音川層の
い みず

一部である青井谷泥岩層および平林砂岩層によっ

て構成されており（坂本・野沢 , 1960; 藤井ほか , 

1992），富山平野と砺波平野を隔てている。

　富山平野の南縁から東縁に位置する山地は，飛

騨山地の一部をなし，先新第三系の上位に新第三

系の火山岩（岩稲層）および新第三系以降の堆積

岩（黒瀬谷層，東別所層，音川層）が厚く堆積し

ている（図 1；藤井ほか , 1992）。

　神通川や常願寺川，および神通川の支流である

井田川，山田川等の主要河川沿いには新旧の河成

段丘面が分布する（図 1，図 2）。特に，富山平野

西縁を流れる井田川に沿っては，高位面～低位面

に相当する 7～ 8段の段丘面が分布し，坂本・野

沢（1960），藤井ほか（1992），富山県（1997）

などによって，それらの分類・対比が試みられて

いる。富山県（1997）は境の新扇状地を中心とし

て 4地点でハンドオーガーによる段丘構成層の掘

削調査を行い，広域火山灰であるATやDKPの存

在を確認し，河成段丘面の形成時期について論じ

ている。

III．調 査 方 法

　河成段丘面の分類・対比は，空中写真（縮尺約

1/40,000，および約 1/20,000）の判読と段丘礫層

および段丘被覆土壌の現地調査に基づく。編年の

基準となる火山灰の対比は，野外露頭試料および

掘削試料の層相や層序，特に，段丘被覆土壌の試

料を洗浄後に顕微鏡で鉱物組成や火山ガラスの有

無およびその形状を詳しく調べた。その後，火山

ガラスおよび重鉱物を産業技術総合研究所の温度

変化型屈折率測定装置（RIMS）を用いて屈折率

を測定し，広域火山灰の同定を行った。

　断層変位地形はまず空中写真（縮尺約 1/20,000

および約 1/10,000）の判読により，呉羽山断層に

関する詳細分布図（基図は国土地理院発行の

1/25,000および各市町村発行の 1/10,000の地形

図）を作成した。これをもとに段丘面の変位の位

置や向きを計測する地表踏査を行い，主要な変位

地形については光波測距儀（EDM）を用いて断面

測量を行った。

IV．河成段丘面の分類・対比

　富山平野西部を流れる神通川，井田川，および

山田川流域では，分布形態および発達過程を異に

する河成段丘面がよく発達している。

　本論では神通川，井田川，および山田川流域に

分布する河成段丘面を地形面の開析形態，分布，

現河床からの比高，標高および堆積物の層相に基
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づき，高位よりⅠ面～Ⅹ面の10面に分類したほか，

Ⅹ面をさらに 2つの面に細分化した。これらのう

ち山田川との合流点以北における井田川西岸の河

成段丘面では，Ⅴ面構成層直上のローム層から

DKPが，同じくⅥ面直上のローム層から ATが報

告されている（表 1）。

　なお，RIMSによる測定の結果，AT（町田・新

井 , 1976, 1992）と推定した火山灰の火山ガラス

の屈折率 n=1.4982～ 1.4990，DKP（町田・新

井 , 1979; 大村ほか , 1988）と推定した火山灰の斜

方輝石の屈折率γ =1.7045～ 1.7057， 鬼  界 
さ かい

 葛原 
とづらはら

火山灰（以下 K-Tzと略す：Takamiya and Nishi- 
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図 2　富山平野西縁における地形分類図．

Fig. 2　Geomorphological map of the western margin of the Toyama Plain.
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表 1　富山平野西縁における河成段丘面の対比．

Table 1　Correlation with previous works.

藤井ほか（1992）富山県（1997）本研究
時代

地形面地形面地形面広域火山灰

Ⅹ面

AT →

DKP →

立山 D, KTZ

完新世
Ⅸ面

Ⅶ面Ⅷ面

更新世

低位段丘
Ⅶ面

Ⅴ面Ⅵ面

中位段丘

Ⅳ面，Ⅵ面Ⅴ面

Ⅳ面

Ⅲ面Ⅲ面

高位段丘
Ⅱ面Ⅱ面

Ⅰ面Ⅰ面

表 2　火山起源鉱物の屈折率一覧．

Table 2　Refractive index list.

その他同定結果opx（γ）ho（n2）gl（n）深度（cm）試料番号

β石英

β石英

考古遺跡

考古遺跡

β石英

考古遺跡

考古遺跡

考古遺跡

肉眼で識別可

ボーリング掘削

ボーリング掘削

ボーリング掘削

ボーリング掘削

考古遺跡

考古遺跡

K-Tz

DKP

K-Tz

AT

DKP

AT

DKP

AT

DKP

AT

DKP

K-Tz

AT

DKP

立山 D

AT

DKP

立山 D

AT

DKP

AT

DKP

AT

DKP

AT

　

1.7041 ～ 1.0750

1.7037 ～ 1.7048

1.7027 ～ 1.7041

1.7033 ～ 1.7047

1.7046 ～ 1.7057

1.7050 ～ 1.7062

1.7112 ～ 1.7133

1.7054 ～ 1.7066

1.7143 ～ 1.7151

1.7039 ～ 1.7052

1.7042 ～ 1.7057

1.7030 ～ 1.7047

　

1.6783 ～ 1.6796

1.6777 ～ 1.6786

1.6822 ～ 1.6830

1.4984 ～ 1.4990

1.4988 ～ 1.4995

1.4985 ～ 1.4992

1.4981 ～ 1.4986

1.4982 ～ 1.4988

1.4986 ～ 1.4989

1.4990 ～ 1.4996

1.4984 ～ 1.4991

1.4979 ～ 1.4986

1.4983 ～ 1.4985

1.4980 ～ 1.4990

1.4982 ～ 1.4990

1.4985 ～ 1.4990
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mura, 1986; 町田・新井 , 1992）と推定した火山

灰の火山ガラスの屈折率 n=1.4987～ 1.4996，立

山 Dpm火山灰（以下立山 Dと略す：町田・新井 , 

1992）と推定した火山灰の斜方輝石の屈折率γ = 

1.7143～ 1.7151，の値がそれぞれ得られた（表

2）。

　以下に各段丘面とその構成層の特徴を述べる。

　Ⅰ面

　本地域で最も高位に位置する地形面で，本面は，

井田川流域では八尾町八尾中核工業団地から婦中

町富崎にかけての地域と富山市 開ヶ丘 付近に，山
ひらきがおか

田川流域では婦中町 鶚谷 付近にそれぞれ分布する
みさごだに

（図 2，3，4）。分布高度は各地域によって大きく

異なり（60～ 200　m），現河床からの比高は 40～

80　mである。また，八尾町松原における本面構成

層は少なくとも層厚 20　m以上であり，礫種は主に

砂岩，泥岩，安山岩，花崗岩および凝灰岩からな

る。礫径は数 cm～ 20　cm程度のものが多く，礫

は一部クサリ礫化している。

　本面では段丘構成礫層の上を厚さ 3　m以上のシ

ルト層が覆い，さらにその上に 2　m前後の褐色の

ローム層がのる。このローム層中には DKPおよ

び K-Tzが認められる（八尾町上新田：図 5 ―①，

②）。なお，本面よりも低位のⅢ面において立山 D

が認められるので本面の離水時期は立山D降下以

前である。

　Ⅱ面

　Ⅰ面を開析して形成された地形面であり，本地

域においては富山市開ヶ丘付近にのみ分布する。

分布高度は標高 50～ 100　mであり，現河床との

比高は20～50　mである。またⅠ面および本面は，

開析が進んでおりⅢ面以下と大別できる。本面の

構成層および被覆ローム層は確認することができ

なかった。
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図 3　境の新扇状地付近における地形分類図．

Fig. 3　Geomorphological map of the area around the Sakainoshin fan.



　Ⅲ面

　婦中町 外  輪  野 付近の山田川左岸，呉羽山丘陵西
そと わ の

部，および富山市山本付近に分布する（図 2，3）。

分布高度ならびに現河床との比高（括弧内）は，

山田川左岸では標高 100～ 140　m（50～ 60　m），

呉羽山丘陵西部では標高 30～ 60　m（5～ 15　m），

富山市山本付近では標高 50～ 70　m（15～ 30　m）

である。

　本面は平均粒径 10～ 20　cmの風化の進んだ泥

岩，砂岩，花崗岩等から構成される段丘構成層の

上に厚さ約 1～ 2　mのローム層がのり，この中に

は立山 D以上の層準の火山灰が認められる。富山

市山本（図 5 ―⑤）では ATおよび K-Tzを，婦中

町外輪野（図 5 ―⑥）では AT，DKPおよび K-Tz
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図 4　呉羽山断層南部における地形分類図およ
断面図の標高は海抜高度ではなく，

Fig. 4　Geomorphological map and profiles of deformed



を，富山市開ヶ丘（図 5―⑦）では AT，DKP，立

山 Dを褐色ローム層中よりそれぞれ確認できる。

露頭⑤および⑥ではK-Tzが離水基準面（褐色ロー

ム層と，段丘礫層または水成のシルト層）よりも

数 10　cm上位に挟在するのに対し，露頭⑦では立

山 Dが離水基準面の直上に挟在することから，本

面の形成は立山 Dの降下直前と考えられる。

　Ⅳ面

　山田川左岸及び富山市山本付近にⅢ面に並行す

るように分布する（図 2，3）。分布高度ならびに

現河床との比高（括弧内）はそれぞれ，標高約 100

～ 120　m（40～ 50　m），約 35～ 45　m（10～ 20 

m）である。Ⅲ面を開析して形成した面である。

富山市山本における本面構成層は少なくとも層厚

５５１―　　―

び断層活動に伴う河成面の変形を表す地形断面図．
高度の数値は各測線ごとに異なる．

terraces of the southern part of  the Kurehayama fault.



15　m以上であり，礫種は主に花崗岩，安山岩，泥

岩などからなる。平均粒径は 15～ 20　cmであり，

花崗岩，泥岩の礫はハンマーで軽く叩くと割れる

程度に風化しているが，安山岩の礫は比較的新鮮

である。

　本面は段丘構成層の上に厚さ約 1～ 1.5　mの

ローム層がのり，その中～上部から ATおよび

DKPが認められた。また，離水基準面直下の水成

シルト層最上位から立山 Dが確認された（富山市

山本：図 5―⑧）。なお，立山 Dは富山市山本の露

頭において肉眼で識別することが可能であり，色

は黄褐色でシルト層中にパッチ状（粒径 2～ 3　cm

程度）に含まれる。

　Ⅴ面

　婦中町 蓮  花  寺 から富山市平岡付近にかけての地
れん げ じ

域および境の新扇状地に分布し（図 2，3，6，7），

分布高度ならびに現河床との比高（括弧内）は約

45～ 60　m（20～ 30　m）である。また本面は，

井田川流域と山田川流域にまたがって分布する段

丘面である。本面では主に花崗岩（平均粒径 10～

15　cm）からなる段丘構成層の上に厚さ約 1～ 1.5 

mのローム層がのり，DKP以上の火山灰が認め

られる（婦中町長沢：図 5―⑨，富山市平岡：図 5

―⑩，境の新：図 5―⑪）。

　Ⅵ面

　八尾付近の井田川左岸，および呉羽山の北部の

富山市北代付近に分布する（図 2，3，8）。分布高

度ならびに現河床との比高（括弧内）は，八尾付

近では標高約 30～ 80　m（15～ 40　m），北代付近

では標高約 15～ 30　m（5～ 15　m）である。八尾

町福島における段丘露頭では礫層の層厚が少なく

とも 10　m以上であり，礫種は主に花崗岩，閃緑

岩，安山岩などからなる。平均粒径は 20～ 30　cm

（最大 80　cm）であり，いずれの礫も新鮮である。
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図 5　富山平野西縁の河成段丘堆積物と被覆火山灰の柱状図．
①八尾町上新田（1），②八尾町上新田（2），③八尾町松原，④富山市開ヶ丘（1），⑤婦中町
外輪野，⑥富山市山本（1），⑦富山市開ヶ丘（2），⑧富山市山本（2），⑨婦中町長沢，⑩富
山市平岡，⑪富山市境の新，⑫城端町北野，⑬八尾町福島，⑭富山市北代

Fig. 5　Columnar sections of fluvial terrace deposits of the western margin of  the Toyama Plain.
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図 6　富山平野西縁中南部における地形分類図および断層活動に伴う河成面の変形を表す地形断面図．
Fig. 6　Geomorphological map and profiles of deformed terraces of the southern-central part of the 

Kurehayama fault.



本面では段丘構成礫層の上に厚さ約 1　m弱の黒ボ

ク土層がのり，その下部に ATが認められる（八

尾町福島：図 5―⑬，富山市北代：図 5―⑭）（富山

県，1997）。

　Ⅶ面

　境の新扇状地，八尾以南の井田川流域，射水丘

陵内における山田川流域に分布する地形面であり

（図 2，3，4），分布高度ならびに現河床との比高

（括弧内）は 10～ 30　m（5～ 15　m）である。本

面はその大部分が山地・丘陵地に分布するが，富

山平野内には八尾地域を除くとほとんど認められ

ない。本面構成層は建設省北陸建設局（1979）の

ボーリング調査（富山市北押川）によれば，本面

は主に砂礫層からなる。そして，その最上部を層

厚約 0.5　mの黒ボク土が覆う。なお，このボーリ

ング調査の報告書には ATの有無は報告されてい
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図 7　富山平野西縁中部における地形分類図およ
び断層活動に伴う河成面の変形を表す地形断
面図．

Fig. 7　Geomorphological map and profiles of 
deformed terraces of the central part of 
the Kurehayama fault.



ないが，Ⅵ面を覆う黒ボク土の下部に ATが認め

られることから，本面では黒ボク土層中にATが認

められる可能性は低いと考える。

　Ⅷ面

　平野南部では八尾東部に広く分布し，平野中～

北部では井田川・神通川の左岸にのみ連続的に分

布する（図 2，7，8）。本面は分布範囲がほぼ富山

平野内に限られるのが大きな特徴である。分布高

度ならびに現河床との比高（括弧内）はそれぞれ，

40～ 70　m（5～ 15　m）ならびに 5～ 15　m（5　m

以下）である。

　Ⅸ面

　神通川，井田川および山田川等の富山平野内を

流れる川によって形成された複合扇状地であり，

現河床との比高（3　m以下）から考えて完新世に

形成されたと考えられる（図 2）。本面は本研究地
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図 8　富山平野西縁中北部における地形分類図お
よび断層活動に伴う河成面の変形を表す地形
断面図．

Fig. 8　Geomorphological map and profiles of 
deformed terraces of the northern-cen-
tral part of the Kurehayama fault.



域内では最も広く分布する地形面であり，後述す

るⅩ面とは，その末端にほぼ東西走向に発達する

崖によって明瞭に区別される。

　Ⅹ面

　Ⅹ面は分布高度が 10　m以下の富山平野北部に

広く分布する沖積低地面である（図 2，9）。富山

平野北部，特に海岸付近の地形発達は後氷期の海

水準変動に大きく影響を受けていると考えられて

いる（�野ほか , 1972）。すなわち，完新世前期～

中期の縄文海進時には現海岸線よりも内陸部に海

が浸入し，その後沿岸州やそれを覆う砂丘の発達

によって入り江が日本海から隔離されラグーンが

形成された。さらにその後，周辺山地から供給さ

れた土砂によってラグーンが埋積し平野を形成し

たと考えられる。なお，�野ほか（1972）におけ

る縄文海進時の海岸線の位置と本研究におけるⅨ

面とⅩ面との境界位置はほぼ一致する。 
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図 9　富山平野西縁北部における地形分類図．

Fig. 9　Geomorphological map of the northern part of the Kurehayama fault.



V．活断層の詳細位置と変位地形

　富山平野の西縁の活断層は西側が隆起するセン

スを持ち，呉羽山断層と呼ばれる（池田ほか , 

2002; 堤ほか , 2002）。走向は南部の八尾町福島

から婦中町富崎にかけては NNW―SSEであるが，

婦中町長沢付近で NE方向に転じる（図 2）。以下

では，呉羽山断層を中心として，従来詳しい記載

がなかった段丘面の変形について報告する。

　1）断層南部（福島～ 鉾木 間）
ほこのき

　八尾町福島から奥田にかけてのⅥ面上，および

 妙川寺 から松原にかけてのⅠ面上には，幅 100～
みょうせんじ

200の間で高度差約 2～ 7　m（Ⅵ面上），ならびに

幅 300～ 400　mの間で，高度差約 15～ 30　m（Ⅰ

面上）をもって東にゆるく傾く低崖が存在する（図

4）。これらの崖は，等高線が示すように旧流向と

直交ないし斜交するので，形態および分布方向か

らみて，河川の浸食によるものではなく，撓曲を

伴う活断層によって形成されたと考えられる。こ

の延長部にあたる福島以南のⅥ面，および妙川寺

以南のⅠ面では河成段丘面および山地斜面の変形

およびリニアメントが認められないことから，本

研究では福島および妙川寺を呉羽山断層の南端で

考える。低崖の比高は，Ⅵ面上では約 2.3～ 6.9 

m（図 4：断面，A―A'～ D―D'，E'―E''～ F―F'，

H―H'，I'―I''～ K―K'），Ⅰ面上では約 14～ 28　m

（図 4：E―E'，G―G'，I―I'）で，これを変位量とす

ると上下変位の累積性が認められる。

　Ⅵ面上を走る呉羽山断層沿いでは，上新田で逆

断層に特有な地形である逆向きの低断層崖が認め

られ，その北方の中新田付近で 2条に分岐する（図

4）。これら 2条の断層の比高は，丘陵側を走る断

層が約 6.9　mであるのに対し，平野側の断層が約

3.2～ 3.5　m（図 4：J'―J''，K―K'）であり，丘陵

側の断層の方が大きな値を示す。Ⅰ面上を走る呉

羽山断層はいずれも東側が傾き下がる撓曲崖の形

態をなす。断層運動に伴うⅠ面の変位量は妙川寺

から北に向かうにつれ増大し，水谷付近で最大値

を示す。その後，地形面の変位から追跡される断

層は松原付近で走向を北北西から北西に変え，変

位量を次第に減ずる。

　Ⅵ面の平野側を走ってきた断層は新田北方の三

田付近のⅥ面に変位地形が認められないので，そ

の東側に広く分布するⅨ面下に伏在し，富崎方面

に連続していくものと考えられる（図 4，6）。三

田北方の婦中町鉾木では空中写真判読によって，

Ⅷ面が幅 50　mの間で僅かながらも東向きに傾き

下る様子が窺える。しかしながら，鉾木付近は大

規模な圃場整備が実施されたため，現在ではⅧ面

の変形を現地で認定することは困難である。

　2）断層中南部（富崎～平岡間）

　山田川以北では NNE走向のⅨ面の高度差が明

瞭に認められることから，断層はその伏在部分（富

崎付近）で走向を南北から北北東に変え，山田川

を越えて婦中町長沢方面に連続していくと推定さ

れる（図 6）。婦中町長沢～小長沢にかけての区間

は，後述する東富山駅周辺同様，富山平野西縁に

おいて最も沖積面の西上がりの変形が顕著な地域

である。婦中町古里にはⅨ面を開析する，NNE

走向の小さな谷が存在する。この地域は山田川の

流域に面しており，最大流下方向は ENEである。

しかしこの谷は，この地域の最大流下方向に斜交

する不自然な谷であり，およびこの谷の両側には

表面の浸食の程度からみて同じⅩ面と判断される

段丘が 2.2　mの高度差（図 7：断面 L'―L''）を示す

ことから，これは断層活動に伴って形成されたと

考えられる。同様に，古里北方の婦中町小長沢に

おいても同じ地形面に高度差が認められ，Ⅸ面が

約 1　kmの区間に渡って東側に傾き下がり，変位量

は約 2.0　mと測定された（図 7：断面M'―M''）。

　一方，丘陵側を走る呉羽山断層は三田付近では

追跡できないが，その北方延長部の婦中町富崎で

はⅠ面が逆向き（西落ち）の低崖を伴いながら，

大きく東に低下している（図 6）。富崎の北方に位

置する射水丘陵東部では，丘陵の一部を構成する

地形面（Ⅴ面）の変形が連続的に現れる。すなわ

ち，婦中町蓮花寺，および婦中町長沢～富山市境

の新にかけての区間では東へ下がる地形面の傾き

が，富山市平岡～古沢にかけての区間では西へ下

がるの地形面の撓みが，それぞれ認められる（図 3，

6）。この緩傾斜上の露頭⑨，⑩，⑫露頭，および

富山県（1997）によって報告されている⑪露頭と
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もに，同様の火山灰層序（DKPが褐色ローム層最

下部に挟在する）を示すことから，この「地形面

の傾き」は浸食によって形成されたものではなく，

断層運動によって形成されたものと考える。これ

らのうち，婦中町長沢～富山市境の新にかけての

区間では，Ⅴ面上の撓曲帯の東側に断層の下盤側

に相当する地形面が認められず，その東方延長上

にⅨ面の東落ちの撓みが認められる，という地形

配置になっている（図 6：断面 L―L'，M―M'）。ま

た，開ヶ丘付近では北北西向き，富山市杉谷付近

では西向きのⅡ面の傾動が認められる（図 3）。な

お，八尾以北において平野側を走る断層と併走し

てきた丘陵側の断層による地形面の変形は，富山

市平岡および杉谷以北では認められなくなる。

　3）断層中部（友坂～金屋間）

　平野側を走る呉羽山断層に沿っては婦中町小長

沢以北では，前述した長沢～小長沢間のようにⅨ

面の明瞭な変位は認められない（図 7）。むしろ断

層の上盤側，言い換えれば井田川の左岸で連続的

に現れる下に述べる特徴的な地形面やⅨ面の僅か

な変形によってその位置が推定される。すなわち，

富山平野内における井田川の両岸を比較すると，

（1）Ⅷ面の分布は左岸にのみ限られる（図 7，8），

（2）Ⅸ面と氾濫原との比高は右岸では概ね 1　m以

下に対し，左岸では 2　mを越える場所が何ヶ所か

ある，という特徴が見出される。本研究ではこの

現象は呉羽山断層の活動に伴う井田川左岸の隆起

によってもたらされるものと考え，断面測量に

よって氾濫原との正確な比高を測定した。その結

果，婦中町友坂におけるⅨ面と氾濫原との比高は

約 2.3　m（図 7：断面 N―N'），同町安田におけるⅧ

面と氾濫原との比高は約 3.0　m（図 7：断面 O―O'）

という値が得られた。

　また，本地域では富山県（1997）によって婦中

町分田～富山市栃谷に至る約 6.6　kmの区間で反

射法探査が行われ，婦中町小泉付近に断層が伏在

することが報告されている（図 7）。本論において

これまで報告してきた地形面の変形地点および井

田川左岸の特異な地形から推定した呉羽山断層の

位置は，この反射法探査の結果とも非常に調和的

である。さらに，富山県（1997）は婦中町安田に

おいて反射法探査で推定される呉羽山断層断層を

挟む位置でボーリング調査を行っている。約 7000

年前の地層が最大約 2.5　m上下方向にずれている

ことから，呉羽山断層は約 7000年前以降に活動が

あった可能性が高いと報告している。

　4）断層中北部（五福～奥田間）

　本地域では前述した断層中部と同様にⅨ面の明

瞭な変位は認められず，神通川の左岸にのみ同面

が連続的に現れるという特徴的な地形やその変形

によって，呉羽山断層の位置が推定される（図 8）。

富山市金屋におけるⅨ面と氾濫原との比高は約

2.4m（図 8：P―P'）であり，神通川右岸（概ね 1 

m以下）と比べて大きな値になっている。また，

神通川右岸では 15　km上流部の八尾付近でしか確

認することのできないⅧ面が左岸にのみ分布する。

五福および駒見ではⅧ面が東に向かってⅨ面およ

び氾濫原の下に埋没していく。Ⅷ面とⅨ面および

氾濫原との比高は約 1.7～ 2.4　mであるのに対し，

Ⅸ面上の傾斜変換点から埋没点までの距離はそれ

ぞれ 100　m以上に達する（図 9：Q ―Q'，R ―R'）。

この断面を取った 2地点のみ，五福および駒見周

辺の浸食崖の傾斜よりも非常に緩傾斜であり，浸

食崖とは考えにくい。Ⅷ面が断層運動によって変

形したものと考える。

　5）断層北部（豊田～田畑間）

　井田川および神通川の右岸を走る呉羽山断層は

神通大橋付近で神通川を横断して富山市街地を抜

け，さらに東富山駅方面に延長するものと考えら

れている（池田ほか , 2002; 堤ほか , 2002）。本論

においても空中写真判読および現地踏査を行い，

次のような 3点の特徴を得た（図 9）。（1）富山市

豊田～田畑間において連続的に西側の低地面（Ⅹ

面）が高くなり，一部では地形面が東側に撓み下

がる。（2）この一連の地形面の変形帯が想定され

る呉羽山断層の北方延長に位置し，上下変位の向

きも一致する。（3）扇頂から同心円状に北に広が

る常願寺川扇状地がこの付近のみ逆傾斜をする。

なお，富山市米田におけるⅩ面の上下変位量は約

3.5　mである（図 9：S―S'）。
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VI．考　　察

　1）河成段丘面の形成年代

　既述のように，本論では富山平野西縁の河成段

丘面群をⅠ面～Ⅹ面の 10面に分類し，段丘構成層

および被覆土壌層中に含まれる広域火山灰の同定

をもとに，これらの段丘面の離水年代を推定した

（表 1）。なお，本論では段丘の離水期は風成ロー

ムと水成堆積物（いわゆる“flood loam”），もし

くは段丘礫との境界付近であるものとする。

　Ⅰ面は褐色ローム層中部（地表と水成堆積物の

ほぼ中間部付近）に K-Tzが認められることから，

本面の形成時期は K-Tzの堆積時期よりも有意に

古いものと考えられる。ローム層の堆積速度を一

定とした場合には，K-Tzの降下年代は 9～ 9.5万

年前と見積もられている（町田・新井 , 1992）の

でⅠ面の離水時期は約 18万年前と推定される。し

かしながら，本地域のローム層の主成分は大陸起

源のレスであることから，その堆積速度は気候環

境によって大きく左右されることが予想される．

従って，本面の推定離水時期は誤差を大きく見積

もって 16～ 20万年前とする。

　Ⅱ面はその構成層の露頭を現地で確認できな

かったため，風成ローム層による直接の年代推定

は不可能だが，Ⅰ面および後述するⅢ面の推定離

水年代との関係から，離水時期を 14～ 16万年前

と推定する。

　Ⅲ面では風成ローム層最下部に立山Dを挟在す

る。立山 Dの降下年代は 9.5～ 13万年前と見積

もられている（町田・新井 , 1992）ので，本面の

離水時期を 11～ 14万年前と推定する。

　Ⅳ面では水成堆積物上位に立山Dが挟在するこ

とから，本面の離水時期を 9～ 12万年前と見積も

る。立山 Dの降下年代が約 9.5～ 13万年前と幅

の広い範囲で見積もられているために，本論では

Ⅲ面とⅣ面の形成年代が場合によっては逆転する

という矛盾が生じているが，地形面の形態および

層序学的にみて，Ⅲ面の方がⅣ面よりも古いこと

は明らかである。また，立山 Dの層位から考えて

Ⅲ面とⅣ面の離水時期の差は約 1～ 2万年程度と

考える。

　Ⅴ面は風成ローム層下部に DKPを挟在するこ

とから，本面の離水時期は DKPの降下時期（町

田・新井 , 1992：4.3～ 5.5万年前）より考えて

5～ 6万年前であるとする。Ⅵ面は土壌層中に

DKPが認められず，かつ土壌層の下部に ATが挟

在するので，ATの降下時期（町田・新井 , 1992：

2.2～ 2.5万年前）からみて離水時期を 2.5～ 3万

年前と推定する。Ⅶ面やⅧ面に関しては，直接年

代試料を得ることはできなかったが，Ⅵ面との関

係から考えてこれらの面は 2.5万年よりも若いこ

とは明らかである。また，�野ほか（1992）はⅦ

面構成層の粗粒な層相，勾配，分布形態などから

Ⅶ面の形成時期を最終氷期極相期（約 2万年前）

と推定している。本論で推定したⅥ面の離水時期

と矛盾しないことから，本論では�野ほか（1992）

に従い，Ⅶ面の推定離水時期を約 2万年前である

とする。Ⅸ面は富山県（1997）の婦中町安田にお

ける木片の放射年代測定結果より，離水時期は 0.3

～ 0.4万年前であると推定される。Ⅹ面の離水時

期に関しては，年代情報は縄文晩期の遺跡が立地

する（深井 , 1980）ことのみであり，少なくとも

縄文晩期以前としか言えない。しかしながら，そ

の形態やⅨ面との関係からⅨ面とほぼ同じ時期，

もしくはそれよりもやや若いで面あると推定され

る。

　2）境の新扇状地の形成と神通川の流路変更の

時期

　Ⅰ面は境の新扇状地における最高位の地形面で

あり，従来の研究では高位段丘として取り扱われ，

また富山平野東部に位置する東福寺野面と対比さ

れてきた（藤井 , 2000）。しかしながら本研究に

よって，Ⅰ面の離水年代は 16～ 20万年前に修正

されるので，境の新扇状地の形成は約 20万年前以

降であるものと考える。従って，神通川は少なく

とも約 20万年前以前には境の新扇状地を北流し

ていたものと考えられる。その後，Ⅱ面（14～ 16

万年前）～Ⅳ面（9～ 12万年前）が形成され，さ

らにⅤ面形成以後（5～ 6万年前）に現在の位置

に大きく流路を変更したと考えられる。

　この流路変更には呉羽山断層の活動が大きく関

与していると考えられる。特に，境の新扇状地頂
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部付近のⅤ面上に旧神通川による開析跡が認めら

れないことから，Ⅴ面形成直後に神通川の流路変

更の直接の引き金となる地震が起こった可能性が

高い。

　3）呉羽山断層南部（八尾付近）における変位速度

　各段丘面の離水年代と各断面における上下変位

量から，呉羽山断層南部における平均上下変位速

度を求めた。呉羽山断層南部（福島～奥田間）に

おけるⅥ面の上下平均変位速度は 0.08～ 0.28 

mm/年（表 3，図 4：断面 A―A'～ D―D'，E'―E''

～ F―F'，H―H'，I'―I''～ K―K'）であり，活動度は

C級上位～ B級である。南端の福島（図 4：断面

A―A'）では 0.08～ 0.10　mm/年であるのに対し，

上新田（図 4：断面 H―H'）では 0.17～ 0.21　mm/

年，さらに北方の奥田（図 4：断面 J―J'）では 0.23

～ 0.28　mm/年と，上下平均変位速度は全体的に南

から北に向かって大きくなる傾向がみられる。ま

た，断層が二条に分岐している奥田 では，断面 

J―J'および断面 J'―J''における上下平均変位速度

を合算した場合 0.35～ 0.42　mm/年となり，さら

に大きな変位速度を示す。

　また，呉羽山断層南部（妙川寺～松原間）にお

けるⅠ面の上下平均変位速度は 0.08～ 0.17　mm/

年（断面 E―E'，G―G'，I―I'）であり，活動度はⅥ

面上を走る断層と同じく C級上位～ B級である。

Ⅰ面上を走る断層（丘陵側を走る断層）の上下平

均変位速度もまた，全体的に南から北に向かって

大きくなる傾向があるが，Ⅵ面上を走る断層（平
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表 3　呉羽山断層の活断層資料表．

Table 3　Summary of fault data.

上下平均
変位速度
（m / yr）

隆起側
上位変位
（m）

離水年代
（ka）

変位基準断層形態走　向測線番号地点名

0.08 ～ 0.09

0.16 ～ 0.19

0.11 ～ 0.13

0.12 ～ 0.15

0.14 ～ 0.17

0.17 ～ 0.20

0.16 ～ 0.19

0.08 ～ 0.10

0.17 ～ 0.21

0.12 ～ 0.14

0.12 ～ 0.14

0.23 ～ 0.28

0.12 ～ 0.14

0.11 ～ 0.18

SW

W

W

W

W

W

W

W

W

W

W

W

W

W

W

W

W

W

W

W

W

W

  2.3

  4.7

  3.2

  3.7

27 

  5.0

  4.8

16 

  5.2

23 

  3.5

  6.9

  3.5

  3.2

  2.2

  2.0

  2.3

  3.0

  2.3

  2.0

  2.3

  3.4

25 ～ 30

25 ～ 30

25 ～ 30

25 ～ 30

160 ～ 200

25 ～ 30

25 ～ 30

160 ～ 200

25 ～ 30

160 ～ 200

25 ～ 30

25 ～ 30

25 ～ 30

25 ～ 30

Ⅵ面

Ⅵ面

Ⅵ面

Ⅵ面

Ⅰ面

Ⅵ面

Ⅵ面

Ⅰ面

Ⅵ面

Ⅰ面

Ⅵ面

Ⅵ面

Ⅵ面

Ⅵ面

Ⅸ面

Ⅸ面

Ⅸ面

Ⅸ面

Ⅸ面

Ⅸ面

Ⅸ面

Ⅹ面

撓曲崖

低断層崖

低断層崖

撓曲崖

撓曲崖

撓曲崖

低断層崖

撓曲崖

バルジを伴う断層崖

撓曲崖

撓曲崖

撓曲崖

撓曲崖

撓曲崖

撓曲崖

撓曲崖

Ⅸ面の比高

Ⅸ面の比高

Ⅸ面の比高

撓曲崖

撓曲崖

撓曲崖

NW

NWN

MW

ENE

ENE

NEN

NEN

NWN

NWN

NW

NWN

NE

NE

NE

NE

NE

NE

NE

NE

NE

NE

NNE

A―A'

B―B'

C―C'

D―D'

E―E'

E'―E''

F―F'

G―G'

H―H'

I―I'

I'―I''

J―J'

J―J'

K―K'

L'―L''

M'―M''

N―N'

O―O'

P―P'

Q―Q'

R―R'

S―S'

南部

福島

妙川寺

水谷

上高善寺

新田

奥田

中～北部

古里

小長沢

友坂

金屋

五福

駒見

米田



野側を走る断層）ほどに顕著ではない。しかしな

がら，Ⅰ面とⅥ面を比較した場合，1）Ⅵ面の方が

圧倒的に形成年代が若い，2）Ⅵ面上を走る断層の

上下平均変位速度が大きい，の 2点よりみて，少

なくとも最近 3万年間の呉羽山断層の活動は，Ⅵ

面上を走る断層の方がⅠ面上を走る断層よりも活

動的であり，呉羽山断層の活動を代表すると思わ

れる。

　以上をまとめると，段丘面の変形に基づく後期

更新世以降の呉羽山断層南部の活動度は C級～ B

級であり，Ⅰ面とⅥ面の変形には変位の累積性が

認められる。また本地域では，特にⅥ面において

南から北に向かって変位量が大きくなる傾向があ

る。

　4）呉羽山断層中～北部における沖積面の変位

と北方延長について

　本論では，Ⅷ面およびⅨ面の変形および井田川・

神通川両岸における高度差から，婦中町古里～富

山市五福における呉羽山断層の位置を推定したが，

その結果は富山県（1997）が実施した反射法探査

によって推定された呉羽山断層の位置および走向

と調和的である。また，本論で得られたⅨ面の変

位量は，富山県（1997）が婦中町安田で行ったボー

リング調査から得られた約 7000年前の地層の上

下変位量（最大 2.5　m）とも調和的である。

　本論で得られた婦中町古里～富山市五福におけ

る呉羽山断層の変位量が，1回の断層運動で形成

されたかどうかは重要である。Ⅷ面とⅨ面の上下

変位量，ならびに富山県（1997）よる 7000年前

の地層の上下変位量に累積性が認められないので，

これらの変位は 1回の断層運動で形成されたと考

える。その場合，最新イベントはⅨ面の形成以降

（約3000～4000年前以降）であり，  富山県（1997）

が指摘していた約 7000年前以降よりも上限が若

くなる。

　また，五福以北の東富山駅方面への延長につい

ては前述した 3つの理由，すなわち（1）地形面の

変形が想定される呉羽山断層の北方延長に認めら

れること，（2）変位の向きが一致すること，（3）

この地域のみ常願寺川扇状地の分布形態と傾斜方

向が調和的でないことから，地形学的には呉羽山

断層の存在が予想される。また，東富山駅北方の

富山湾内では呉羽山断層の延長線上付近に微小地

震が発生しており（和田ほか , 1990），呉羽山断層

は陸域のみではなく海域への延長の可能性も示唆

される。しかしながら，本論で示したデータはあ

くまで地形学的手法に基づくものであるので，呉

羽山断層の北方延長に関する検討については，今

後の反射法探査や群列ボーリング調査等のデータ

の蓄積が望まれる。

VII．ま　と　め

　空中写真判読に基づいて，富山平野西縁におけ

る河成段丘面分類や形成年代および断層による河

成段丘面の変形について調査した。富山平野西縁

に分布する河成段丘面は，高位より大きくⅠ面～

Ⅹ面に分類できる。広域火山灰である AT，DKP，

K-Tz，および立山 Dが，Ⅵ面以前の構成層を覆う

ローム層中に挟在する。

　呉羽山断層は，すでに認められていた婦中町長

沢～富山市鵯島間に加え，池田ほか（2002）およ

び堤ほか（2002）によって指摘されているように

南方（八尾）および北方（東富山駅）延長する可

能性が高い。本断層は，南部で NNW―SSE，中～

北部ではNNE―SSW走向であり，延長距離が約20

 km（海域に連続する場合はそれ以上），活動度が

B級の活断層である。後期更新世における上下平

均変位速度は，南部で約 0.16～ 0.32　m/1000年で

ある。また，大縮尺空中写真に基づく地形判読お

よび現地踏査の結果，婦中町長沢～富山市五福に

かけての地域で断層運動によって形成されたと考

えられる河成段丘（比高 2～ 3.5　m）の存在や沖

積面の西上がりの変形（比高 2～ 3　m）が認めら

れることが今回新たに判明した。これらの分布は

富山県（1997）が行った反射法探査で推定される

断層の位置とも調和的であり，富山平野西縁断層

（呉羽山断層）の活動に伴って形成されたと考えら

れる。

　呉羽山断層は後期更新世以降の河成段丘面に累

積的な変位が認められることから，少なくとも後

期更新世以降には現在の位置で繰り返し活動して

おり，完新世においても活動的である。地形面に
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大きな撓曲変形を伴い，断層線は湾曲，屈曲し，

常に北西側が相対的に隆起していることなどから，

呉羽山断層は北西側から南東側へ衝き上げる逆断

層成分が卓越していると考えられる。
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注

1）広議での富山平野とは富山県内の平野全域，すなわち
狭義での富山平野（射水丘陵以東）と砺波平野を含め
た地域を指すが，本論では狭義の富山平野を富山平野
として扱う．
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